
    

名
寄
税
務
署
で
は
、
次
の
と
お
り
確

定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。
申
告
書

の
作
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
お
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
開
設
期
間 

 

２
月
16
日
（
金
）
～
３
月
15
日
（
木
） 

▼
受
付
時
間 

 

平
日 

９
時
～
16
時 

※
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
受
け
付
け

を
早
め
に
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。 

※
土
・
日
・
祝
日
は
執
務
を
行
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。 

▼
確
定
申
告
会
場 

 

名
寄
税
務
署 

２
階
会
議
室 

 

名
寄
市
西
１
条
北
１
丁
目
11
番
地 

２
月
15
日
（
木
）
以
前
は
、
確
定
申

告
会
場
を
開
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
確

定
申
告
の
ご
相
談
は
、
申
告
会
場
を
開

設
す
る
２
月
16
日
（
金
）
以
降
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

   ▼
事
業
内
容 

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
け
が
な
ど
の
際
に
、
看
護
師
や
小

児
科
医
師
が
保
護
者
な
ど
か
ら
の
相

談
に
対
し
、
電
話
に
よ
り
助
言
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

▼
相
談
受
付
時
間 

 

毎
日 

19
時
～
翌
朝
８
時 

▼
相
談
受
付
番
号 

 

道
内
ど
こ
か
ら
で
も
「
＃
８
０
０
０
」

で
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
ひ
か
り
電
話
お
よ
び
Ｐ

Ｈ
Ｓ
か
ら
は
「
＃
８
０
０
０
」
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
０
１
１
―
２
３
２

―
１
５
９
９
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
注
意
事
項 

 
医
師
が
直
接
診
察
し
て
治
療
を
行
う

も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
電
話
に

よ
る
家
庭
で
の
一
般
的
対
処
な
ど
に

関
す
る
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。
緊

急
性
の
あ
る
子
ど
も
の
た
め
の
電
話

相
談
で
す
の
で
、
育
児
相
談
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

北
海
道
保
健
福
祉
部
地
域
医
療
推
進

局
地
域
医
療
課 

 

電
話
０
１
１
―
２
３
２
―
４
１
１
１ 

 

（
内
線
25
―
３
２
６
） 

北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
保
健
環
境

部
地
域
保
健
室
企
画
総
務
課
主
査

（
地
域
医
療
薬
務
） 

電
話
０
１
６
５
４
―
３
―
３
１
２
１ 

 

   

～
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
～ 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
自
己
防
衛
が
基

本
○ ネ

ッ
ト
犯
罪
の
被
害
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。
サ
イ
バ
ー
空
間
で
は
自
己
防

衛
が
基
本
で
す
。 

お
使
い
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
と
と
も
に
、
も

し
も
被
害
に
遭
っ
た
場
合
に
は
警
察
や

関
係
機
関
へ
速
や
か
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。 

■
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
■ 

 

凍
結
路
面
な
ど
に
お
け
る
ス
リ
ッ
プ

事
故
や
吹
雪
に
よ
る
視
界
不
良
を
伴
う

多
重
事
故
な
ど
の
冬
型
事
故
が
多
発
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
冬
道
の
運

転
に
は
十
分
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

士
別
警
察
署 

電
話
23
―
０
１
１
０ 

   

    

                              

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間
な
ど
の
お

知
ら
せ 

士
別
警
察
署
か
わ
ら
版 

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
に

つ
い
て 

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」 

 北海道内で事業を営む使用者およびその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイ

マー、アルバイト等を含む。）に適用されます。 
 



   

 

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
全
国
的
な

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
一
層
の
推

進
を
は
か
る
た
め
、
昭
和
56
年
に
政
府

は
２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
と

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

道
で
は
、
２
月
７
日
の
北
方
領
土
の

日
を
中
心
と
す
る
１
月
21
日
か
ら
２
月

20
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」
特
別
啓
発

期
間
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。
北
方
領

土
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
町
民
セ
ン
タ
ー
に

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ 

 

電
話
26
―
９
０
２
１ 

           

    

内
閣
府
で
は
、
国
際
社
会
・
地
域
社

会
で
活
躍
す
る
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ

し
い
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
青
年
国

際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日

本
と
世
界
各
国
の
青
年
と
の
交
流
を
通

し
て
、
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、
広

い
国
際
的
視
野
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

身
に
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

 

日
本
代
表
青
年
と
し
て
各
国
の
選
抜

さ
れ
た
青
年
と
研
修
・
交
流
を
行
い
、

自
分
を
成
長
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
事
業
／

「
世
界
青
年
の
船
」
事
業
／
国
際
青
年

育
成
交
流
事
業
／
日
本
・
中
国
青
年
親

善
交
流
事
業
／
日
本
・
韓
国
青
年
親
善

交
流
事
業
／
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
参
加
青
年
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室 

電
話
03
―
６
２
５
７
―
１
４
３
４ 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
a
o
.
g
o
.
j
p
/
k
o
r
y
u
/

北
海
道
総
合
政
策
部
国
際
局
国
際
課

電
話
０
１
１
―
２
０
４
―
５
０
９
１ 

   

 

  

例
年
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の

転
落
な
ど
、
除
雪
中
の
事
故
が
多
数
発

生
し
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
す
る
時
は 

・
必
ず
複
数
人
で
行
う 

・
ハ
シ
ゴ
や
靴
に
は
滑
り
止
め
、
腰
に

は
命
綱
を
つ
け
る 

 

・
屋
根
の
下
な
ど
周
り
を
十
分
確
認
す 

 
 

 

る 

▼
除
雪
機
を
使
用
す
る
と
き
は 

・
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
に
く
い
服
装
で 

・
機
械
ト
ラ
ブ
ル
時
に
は
エ
ン
ジ
ン
停 

 

 

止 

・
通
行
人
や
子
ど
も
に
注
意 

▼
そ
の
他 

・
暴
風
雪
警
報
や
大
雪
警
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
外
出
を
控
え
る 

・
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
の
落
下
に
注
意 

・
携
帯
電
話
の
携
行
は
忘
れ
ず
に
！ 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局
危
機
対

策
課 

 

電
話
０
１
１
―
２
０
４
―
５
０
０
８ 

   

   

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作

業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災
保

険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災
保
険
給
付

や
石
綿
救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ

て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症

す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。 

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

な
ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
都
道
府
県
労

働
局
ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補

償
課 

 

電
話
０
１
１
―
７
０
９
―
２
３
１
１ 

      

２
月
７
日
は
「
北
方
領
土
の
日
」
で

す 

青
年
国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
ま
せ

ん
か 

除
雪
な
ど
に
よ
る
事
故
防
止
に
つ
い

て 

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
、
石
綿
に
よ

る
疾
病
の
補
償
・
救
済
に
つ
い
て 



   

◇
平
成
29
年
12
月
28
日
か
ら
任
期 

▼
中
村
正
人 

◇
平
成
29
年
12
月
27
日
任
期
満
了 

▼
清
水
幸
喜 

              

  ◇
課
長
お
よ
び
課
長
相
当
職 

▼
議
会
事
務
局
長
・
監
査
委
員
事
務
局

長
＝
鹿
野
利
喜
夫
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）
▼
農
林
課
長
・
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
併
任
）
兼
農
地
係
長
兼
庶
務

係
長
＝
竹
内
佳
明
（
農
林
課
長
） 

 

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て 

町
職
員
の
人
事
異
動
に 

つ
い
て
【
１
月
１
日
付
】 

お世話になりました 

住宅防火について 

 

 火災はちょっとした気のゆるみから発生することが多いものです。かけがえのない命を守るた

めに、日々の住宅防火に対する取り組みをお願いします。 

 住宅火災の実態を見ると、亡くなられた方の多くが６５歳以上の高齢者となっています。最近

では、一人暮らしのお年寄りも増えていますので、地域みんなの力を合わせて火災からお年寄り

を守りましょう。 

 火の取り扱いには、十分な注意を払うよう心がけるとともに、特に次のことに注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住宅用防災機器、防炎品については、お近くの消防署などにお問い合わせください。 

 

◇お問い合わせ先 

 北海道総務部危機対策局危機対策課消防グループ 

 電話 ０１１－２０４－５００９（ダイヤルイン） 

 

住宅防火 いのちを守る ７つのポイント 

― ３つの習慣 ・ ４つの対策 ― 

 

３つの習慣 

 〇 寝たばこは、絶対やめる。 

 〇 ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 

 〇 ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

４つの対策 

 〇 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。（設置は義務です） 

 〇 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 

 〇 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する。 

 〇 お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 


